
上牧町第５次総合計画 評価シート

１．事業概要「PLAN（計画）」

政策

基本施策

施策の展開方向

タイトル

指標①

指標②

指標③

当初

（単位：千円）

２．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

H29

H29

0

0

今年度
目標（値）

最終目標（値）

取組独自の指標

今年度
目標（値）

最終目標（値）

補正
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実施結果

関連部局
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※補正のある場合
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成果指標名
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事
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目指す姿

0

担当係

事業開始年度 総合計画掲載ページ

単位

0
総事業費

0

H38

（2026年）

【最終目標値】

H27

（2015年）

【基準値】

H33

（2021年）

【目標値】

指標の説明

(算定根拠・方法)

平成29年度

実施予定

H32

予算計上時期

0
累計

（前年度時点）
0

0

実績値

00
累計

（今年度時点）

前年実績

0 0

H33

H28

（2016年）

KPI

H29

（2017年）

予定値

※検証時点では決算見込

項目／年度
平成29年度時点

平成30年度時点 H31

H30

H30
備考

＜評価シートの構成（見方）について＞

評価する施策の展開方向の担当部署、年度、総合計

画（本編）記載ページを示しています。

評価する施策の展開方向が総合計画（本編）のなかのど

の政策、基本施策、目指す姿に位置づけられているかを示し

ています。

評価する施策の展開方向における当初想定していた取り組

み（計画）、平成29年度の実施予定、指標、予算等を示

しています。

評価する施策の展開方向の実施に要した事業費及び予定してい

た事業の実施結果を示しています。事業費については事業実施前

と実施後の変化を対比できるよう2段書きになっています。

評価する施策の展開方向が位置づけられている施策に設定されているKPI（重要業績評価指標）に対し、各取組

の実施によってどのような実績・結果があらわれているか、また目標を定めているかを示しています。ただし、施策の展開

方向のなかで実施されている取組自体がKPIと直接関連のないものについては記載を省略しておりますが、各取組単

独で数値目標を設定しているものについては、「1.事業概要」「3.事業の分析」において、独自の目標値を示していま

す。



３．事業の分析「CHECK（評価）」

事業の分析・評価の根拠及び理由

事業の分析・評価の根拠及び理由

事業の分析・評価の根拠及び理由

事業の分析・評価の根拠及び理由

４．今後の方向性「ACTION（改善）」

取組独自の指標③ 目標（値） 実績（値）

取組独自の指標② 目標（値） 実績（値）

実績（値）

達成度

取組独自の指標①

ニーズの方向性

町関与の必要性

事業の見直し余地

施策の方向性 （時期：　　　　　　　　　　　）

評価

評価

評価

評価

平成30年度

取組予定

目標（値）

事業費

労働量

今後の取組方針

投入資源

の方向性

Ａ．目標よりも大きな成果が得られた Ｂ．概ね目標の成果が得られた Ｃ．目標とする成果は得られなかった

Ａ．増加する方向にある Ｂ．現状と変わらない Ｃ．減少する方向にある

Ａ．必要性が高い Ｂ．必要性がある程度認められる Ｃ．必要性が低い、ない

Ａ．見直す余地がありすぐに実施 Ｂ．見直す余地があるが時間が必要 Ｃ．見直す余地がない

現状のまま継続 見直しして継続 一時休止 廃止・中止 完了

拡大 現状のまま継続 縮小

拡大 現状のまま継続 縮小

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
評価する施策の展開方向の項番及び取組内容名（目次参

照）を示しています。

評価する施策の展開方向の達成度について、A～Cの3段階

評価とその根拠、理由を示しています。

評価する施策の展開方向のニーズの方向性について、A～Cの

3段階評価とその根拠、理由を示しています。

評価する施策の展開方向の町関与の必要性について、A～C

の3段階評価とその根拠、理由を示しています。

評価する施策の展開方向の事業の見直し余地について、A～

Cの3段階評価とその根拠、理由を示しています。

評価する施策の展開方向の今後の方向性、事業費、労働量

など、事業の実施結果を受けての今後の取組方針を示してい

ます。


